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今
日
、
我
闘
の
誼
券
取
引
所
に
於
て
は
、
短
期
清
算
取
引
は
、
ぞ
の
取
引
数
量
か
ら
い
ふ
て
、
遁
か
に
長
期
清

算
取
引
を
凌
駕
し
.
日
と
共
に
重
要
性
を
加
へ
て
ゐ
る
有
様
で
、
ぞ
れ
は
我
固
に
於
け
る
誼
券
取
引
の
代
表
的
な

取
引
様
式
で
あ
る
と
い
ふ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
取
引
は
、
取
引
所
令
に
於
て
、
受
渡
期
限
'T
七
日
以
内
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
責
際
は
ど
こ
の
取
引
所

で
も
こ
の
受
渡
期
限
は
た

v
一
日
限
り
で
、

晶
画
日
又
は
翌
日
受
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

rか
ら
、

れ
だ
け
な
ら
ば
会
〈
の
現
物
取
引
で
、
反
封
貰
買
に
よ
っ
て
差
金
決
済
を
な
し
う
る
徐
地
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る

が
、
他
方
、
そ
の
受
渡
叉
は
清
算
に
よ
る
決
漕
を
貰
買
成
立
の
日
よ
り
一
ヶ
月
以
内
繰
延
べ
る
こ
と
が
出
来
る
と

一
ヶ
月
以
内
任
意
の
時
期
に
反
封
貰
買
に
よ
り
差
金
決
済
を
な
し

さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
繰
延
を
利
用
し
て
、

て
取
引
闘
係
か
ら
離
股
す
る
こ
と
が
出
来
、
買
物
の
受
渡
は
に
Y
反
劃
貰
買
の
行
は
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
み

行
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
短
期
清
算
取
引
は
一
見
寅
物
本
位
の
取
引
の
や
う
で
、
貨
は
立
探 字

、ー

取引所令第口傑
例へば、東京株式取引所では、前日の後場と首日の前場と i~以τ一計算匝城
とし、繰延べきれない限り、常日午後二時限り受J度合行ふことになってゐる
(東京株式取引所定款第46傑ノ 2、第68燦ノ Z項)
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な
清
算
取
引
な
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
我
闘
の
短
期
清
算
取
引
の
機
構
上
の
本
質
的
特
徴
は
.
止
の
取
引
が
締
結
さ
れ
て
後
は
情
算
又
は
受

渡
に
至
る
ま
で
凡
て
同
一
の
値
段
に
於
け
る
寅
玉
合
計
と
買
玉
合
計
と
の
集
闇
的
責
実
関
係
と
し
て
虞
置
さ
れ
る

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
取
引
者
各
自
が
、
夫
々
任
意
な
吋
に
、
任
意
な
量
に
つ
い
て
、
反
劃
責
買
を
な

し
て
差
金
決
持

l
l情
算
を
な
し
う
る
の
も
右
の
如
き
庭
置
方
法
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
こ
の
集
闇
的
責
寅
闘

係
に
つ
い
て
一
言
せ
ん
に
、
こ
れ
は
、
普
通
の
取
引
に
於
げ
る
責
買
の
成
立
、
存
舗
、
決
構
等
が
或
る
貰
方
k
或

る
買
方
と
の
特
定
な
相
劃
聞
係
と
し
て
な
さ
れ
る
の
と
は
異
旬
、
各
立
舎
で
夫
。
相
異
る
相
場
で
成
立
し
た
商
貝
買

玉
が
、
統
一
的
な
帳
入
値
段
に
於
け
る
賀
民
主
'
と
し
て
、
換
算
さ
れ
、
集
計
き
れ
て
、
同
一
物
件
に
つ
い
て
成
立

し
穴
凡
で
の
賀
町
民
以
、
い
つ
で
も
、
責
方
畳
間
阻
止
買
方
杢
酷
左
の
聞
に
、
集
闇
的
に
の
み
存
績
し
て
居
り
、
そ
の

中
に
は
或
る
責
方
と
或
る
買
方
と
の
聞
の
相
艶
聞
係
と
い
ふ
が
知
き
も
の
が
認
め
ら
れ
な
い
集
闘
的
な
闘
係
で
あ

る
。
こ
の
集
闇
的
責
買
聞
係
は
.
貰
玉
合
計
と
買
玉
合
計
と
が
同
一
値
段
に
於
て
等
量
で
あ
る
と
い
ふ
聞
係
卸
ち

責
買
の
集
園
的
等
量
闘
係
が
維
持
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
担
本
的
な
僚
件
と
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
、
私
は
、
短
期
情
算
取
引
の
複
雑
な
る
機
構
色
、
右
の
集
圏
的
責
買
嗣
係
乃
至
は
貰
買
の
集
闇
的
等
量

闘
係
と
い
ふ
こ
と
を
中
心
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
頭
的
に
、
統
一
的
に
把
握
し
う
る
と
思
ふ
o

印
ち
、
短
期
情

算
取
引
の
一
連
の
過
程
は
、
第
一
、
取
引
の
集
闘
的
形
成
、
第
二
、
凡
て
の
取
引
の
集
圃
的
責
貝
闘
係
へ
の
還
元
、

最
後
に
各
個
人
に
屈
す
る
各
買
貿
玉
の
清
算
、
並
び
に
繰
延
及
び
受
渡
等
の
集
閥
的
責
買
闘
係
に
於
け
る
盛
置
と

短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
閥
十
巻

ーと
ヨi

第
四
披

一一五
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一一占，、

し

τ考
へ
ら
れ
‘
夏
に
、
そ
れ
ら
の
庭
置
は
、
凡
て
貰
買
の
集
岡
的
等
量
闘
係
の
維
持
ぞ
蝶
件
と
し
て
の
み
可
能

と
な
っ
て
ゐ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

ぞ
こ
で
私
は
、
本
論
に
於
て
、
短
期
清
算
取
引
の
益
過
程
の
桟
心
を
な
し
、
且
つ
理
解
の
最
も
困
難
と
さ
れ
て

ゐ
る
代
行
機
闘
の
行
ふ
代
行
な
る
過
程
を
研
究
の
艶
象
と
な
し
、
上
越
の
観
鈷
か
ら
、
代
行
機
闘
の
機
能
を
明
か

に
し
、
兎
に
代
行
過
程
そ
の
ち
の
〉
分
祈
念
な
し
、
こ
の
過
程
が
私
の
所
謂
「
寅
買
の
集
問
的
等
量
闘
係
」
の
維
持

し
し
い
ム
乙

thγ
中
山
い
い
鹿
間
3
れ
あ
こ
L
」
や
剛
引
か
に
し
ゃ
う
と
凪
ふ
の
で
め
石
。

二
、
短
期
清
算
取
引
に
於
け
る
整
理
過
程
の
概
観

短
期
清
算
取
引
に
於
け
る
代
行
機
闘
の
機
能
は
、

一
言
に
し
て
い
へ
ば
、
嘗
該
取
引
の
日
々
行
は
れ
忍
受
波
及

ぴ
繰
延
に
際
し
て
、
そ
れ
を
固
滑
に
行
は
し
め
る
所
の
調
節
作
用
た
る
代
行
を
な
す
鈷
に
存
す
る
。
而
し
て
、
か

く
の
如
き
代
行
機
闘
の
機
能
及
び
代
行
過
程
そ
の
も
の
を
明
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
短
期
清
算
取
引
の
締
結

か
ら
清
算
乃
至
受
波
及
び
繰
延
に
至
る
全
過
程
を
概
観
的
に
了
解
し
て
置
く
事
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
こ

の
過
程
を
順
次
に
説
明
し
て
行
か
う
。

-
取
引
の
締
結
前
場
、
後
揚
と
も
、
各
銘
柄
に
つ
い
て
寄
付
と
大
引
と
の
み
は
集
圃
的
競
責
買
の
方
法
で

取
引
ぞ
締
結
し
、
寄
付
よ
り
大
引
に
至
る
聞
は
個
別
的
競
責
買
の
方
法
で
所
謂
接
績
貰
買
の
形
で
取
引
を
締
結
す

る
。
か
く
し
て
、
多
数
の
寅
買
取
引
が
、
夫
冷
そ
の
締
結
毎
に
定
め
ら
れ
る
多
数
の
相
場
で
成
立
す
る
。



ぼ
受
漉
標
準
値
段
へ
の
換
算
|
|
受
渡
差
金
の
授
受
許
算

成
立
し
た
凡
て
の
買
買
玉
佐
一
定
の
入
居
跡
的
な
共
通
値
段
た
る
受
渡
標
準
値
段
に
換
算
す
る
。
こ
の
操
作
は
、
取

一
計
算
匝
域
に
於
て
、
多
数
の
相
異
る
相
場
で

り
も
直
き
争
、
多
数
の
責
買
闘
係
房
長
分
母
た
る
共
通
値
段
に
於
け
る
集
闘
的
責
質
闘
係
に
還
元
す
る
事
で
あ
ち
、

そ
し
て
こ
の
集
岡
的
責
買
闘
係
こ
そ
は
、
肢
に
述
べ
た
如
〈
、
短
期
清
算
取
引
に
於
け
る
凡
ゆ
る
廃
聞
の
土
牽
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
扱
て
、
こ
の
場
合
、
右
の
換
算
は
、
各
約
定
値
段
と
受
擁
標
準
値
段
と
の
差
額
ピ
け
、
夫
ム
ザ

の
責
方
と
買
方
と
に
、
利
、
不
利
の
相
反
す
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
、
こ
の
利
、
不
利
の
影
響
佐
消
す
た
め
に
有

利
な
影
響
営
受
け
る
方
か
ら
、
不
利
な
影
響
な
受
け
る
方
に
・
取
引
所
ぞ
通
じ
て
、
各
約
定
値
段
と
受
渡
標
準
値

段
と
の
談
金
を
授
受
す
芯
の
で
J

の
お
。
こ
の
差
金
ぞ
受
被
差
金
と
呼
ぶ
の
が
通
例
で
め
る
。

-
第
一
攻
清
算
l
l現
落
同
一
計
算
匡
域
に
於
て
締
結
3
れ
た
所
の
同
一
取
引
員
支
は
曾
具
)
に
属
す
る
相

反
す
る
等
量
の
買
買
玉
は
、
原
則
と
し
て
(
創
色
一
悶
建
の
申
込
の
な
い
限
h
ノ
)
相
殺
さ
れ
る
。
こ
の
清
算
を
現
落
と
呼
ん
で

ゐ
る
。
相
殺
さ
れ
る
相
反
す
る
責
買
玉
が
臭
っ
た
約
定
値
段
で
締
結
さ
れ
て
居
つ
で
も
、
前
述
の
二
の
手
績
で
共

通
な
値
段
に
還
元

3
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
単
な
る
劃
等
の
株
数
の
相
殺
で
事
足
り
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
際
相
反

す
る
買
買
の
各
約
定
値
段
の
値
鞘
差
金
の
決
漕
は
各
約
定
値
段
を
受
渡
標
準
値
段
に
換
算
し
た
際
に
於
け
る
受
渡

差
金
の
授
受
に
よ
っ
て
自
働
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

明
第
二
攻
清
算
・

i
仕
切
に
に
於
て
述
べ
た
所
の
嘗
計
算
匝
域
仁
於
け
る
凡
ゆ
る
貰
買
玉
の
受
渡
標
準
値

段
へ
の
換
算
に
次
い
で
前
計
算
匪
域
の
受
渡
標
準
値
段
に
整
理

3
れ
て
ゐ
る
繰
延
五
は
、
今
度
は
上
越
の
営
計
算

短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
四
十
巻

七
五
三

第
四
披

七
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機
能

匝
域
の
受
渡
標
準
値
段
に
換
算
さ
れ
る
。
而
し
て
此
の
繰
延
玉
の
換
算
の
際
も
矢
張
り
、
新
奮
雨
受
控
標
準
値
段

七
五
回

の
差
金
た
る
繰
延
差
金
が
そ
の
換
算
に
よ
っ
て
生
十
る
利
、
不
利
の
影
響
を
消
す
た
め
に
夫
々
授
受
さ
れ
る
こ
と

は
、
第
一
の
換
算
の
際
と
異
ら
な
い
。

所
で
三
で
越
ぺ
た
現
溶
の
結
果
建
っ
た
寅
買
玉
は
、
岐
に
そ
れ
と
共
通
な
値
段
に
換
算
さ
れ
て
ゐ
る
前
計
算
恒

域
か
ら
の
繰
延
玉
と
封
照
さ
れ
、
前
者
'
Y
]

後
者
と
に
於
て
同
一
取
引
員
〔
又
は
曾
艮
}
に
崩
す
る
相
反
す
る
貰
只
采
あ

る
Lι

き
は
、
そ
の
劃
等
数
量
い
か
相
殺

3
れ
る
。
こ
の
第
三
次
情
算
e

炉
二
般
に
仕
切
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
而
し
て
此
の

清
算
に
於
て
も
、
同
一
取
引
員
(
又
は
舎
長
)
が
な
し
た
相
反
す
る
責
買
の
値
鞘
は
、
矢
張
hJ
各
受
渡
標
準
値
段
へ
の

換
算
毎
に
授
受
さ
れ
る
受
渡
差
金
及
び
繰
延
差
金
に
よ
っ
て
自
働
的
に
決
捕
僻
さ
れ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

軍
費
渡
良
び
繰
延
と
代
行
右
の
如
〈
、
第
一
次
清
算
と
第
二
次
清
算
と
ぞ
躍
だ
ろ
常
計
算
匝
域
の
寅
買
玉

左
前
計
算
匝
域
よ
り
の
繰
延
玉
と
が
合
計
き
れ
、
こ
〉
に
そ
の
合
計
さ
れ
た
責
買
玉
が
会
瞳
と
し
で
、

一
の
共
通

値
段
に
於
け
る
集
閤
的
責
買
闘
係
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
所
で
最
後
の
段
階
を
形
成
す
る
受
渡
又
は
親
延
な
る

慮
置
は
右
の
頁
頁
玉
合
許
に
つ
い
て
な
き
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
受
渡
と
繰
延

E
は
、
次
に
詳
論
寸
る
如

〈
、
ぞ
れ
白
腫
と
し
て
は
不
可
避
的
に
貰
買
の
集
闘
的
等
量
闘
係
を
破
壊
し
、
た
め
に
受
波
及
び
操
延
そ
の
も
の

が
不
可
能
と
な
ら
ま
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
集
園
的
等
吐
一
一
見
闘
係
を
回
復
し
つ
〉
、
右
の
受
渡
及
び
繰
延
彦

可
能
な
ら
し
h
u

る
所
の
代
行
機
闘
の
代
行
な
る
操
作
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

短
期
清
算
取
引
の
金
過
程
は
大
瞳
上
越
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
概
括
的
理
解
を
一
一
層
容
易
な
ら
し
む
る
た
め

この値段は(二)で述べ1:受波標準値段と同じものであるが、 7こす前計算匿域
の繰延玉が換1ft;れる値段であるといムので、こ必場合と〈に繰延値段と呼
」くのが普通でめる。

3) 



に
、
こ
れ
を
闘
解
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。
こ
の
岡
解
に
於
て
、
本
論
の
主
要
題
目
た
る
「
代
行
」
操
作
炉
、
取

引
の
会
過
程
に
於
て
如
何
な
る
地
位
会
占
な
る
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
叙
述
と
相
侯
っ
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ

p
り
v
勺
J

。

商
醤
油
購
週
明
一

s
m組
出
囲
網

罫
胤
時
附
摘
博
一
爵
m同
1

円
宮
呼
出
伸
一
周

|
1諮
儲
榊
凡
wnu
渇
出
岬
叫
一
冊

鶏
保
爵
渇
J

S
器
滞
情
出
包
帯
判

認
さ
器
部
↓
謹
野
川
淵
↓
;
事

l
L刊誌河
il--

主
主
崩
事
法
一
言
一
選

よ
v
b
諮
精
一
い
時
半
J

玲
地
畑
叶
一
F
J
+
加

持

(

」

喝

、

議

)

(

占

一

一

泡

)

、

c

「

E
戸
満
開
拙
辿
-

F

潟
、
血
1
1↓
脳
出
、
/

/

月

刊

が

叫

畑

山

同

川

、

一

wm↓
雨
脚
品

w
s

渇
wm叫↓判

務
問
主
s
m
p
M附

渇
糊
叫
↓
判

一
二
、
短
期
清
算
取
引
の
受
渡
良
び
繰
延
に
於
け
る
「
代
行
」
過
程

蹴
に
述
べ
七
る
知
〈
、
短
期
清
算
取
引
は
、
表
面
の
建
前
と
し
て
は
、
通
常
翌
日
受
渡
決
済
す
る
こ
と
に
な
っ

て
ゐ
る
が
、
賓
際
に
於
て
は
、
こ
の
取
引
は
、
多
く
の
場
合
、
直
ち
に
受
渡
き
れ
る
こ
と
な
く
盛
ん
に
繰
延
が
行

は
れ
、
主
に
差
金
決
済
と
な
る
投
機
取
引
に
利
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
例
、
受
渡
を
な
さ
ん
と
す

る
も
の
は
、
規
定
の
時
刻
ま
で
に
、
取
引
所
に
申
告
す
ぺ
き
も
の
と
し
、
若
し
、
同
時
刻
ま
で
に
此
の
受
渡
希
望

の
申
告
を
な
さ
Y
る
と
き
は
、
営
然
繰
延
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
責
方
も
買
方
色
各
冷
随
意
に
繰

短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
伐
行
機
関
の
機
能

第
四
時
加

7L 

第
四
十
巻

七
五
五

こ、仁木建玉とは第一夫清算及び第二:汝』清算，0経て惑った責買宝<e意味す。4) 



屈
町
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
四
十
巻

七
五
六

第
四
時
蜘

O 

延
を
希
望
す
る
こ
と
も
、
亦
貨
物
の
受
波
を
希
望
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
白
人
吋
責
方
の
受

渡
希
望
数
量
と
貝
方
の
受
渡
希
望
数
量
、
従
っ
て
頁
方
の
繰
延
希
望
数
量
'
と
買
方
の
そ
れ
と
が
一
致
し
な
い
の
が

営
然
で
あ
る
。
然
3
に
既
に
述
べ
た
や
う
に
、
第
一
次
情
算
主
第
二
次
清
算
と
を
経
て
蔑
つ
七
頁
買
玉
に
於
て

は
、
共
通
な
受
渡
標
準
値
段
に
於
て
貰
建
玉
合
計
と
買
建
玉
合
計
と
が
等
量
と
し
て
針
立
し
つ
〉
集
園
的
責
買
闇

係
を
形
成
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
か
ら
.
前
越
の
不
一
致
は
必
然
的
に
寅
買
の
集
闘
的
等
量
関
係
を
破
壊
せ

F
る
を

符
な
L 、。

而
し
て
、
集
間
的
責
買
闘
係
の
存
積
及
び
そ
れ
に
於
け
る
各
種
の
庭
理
が
貰
買
の
集
園
的
等
量
闘
係
の
維
持
を

僚
件
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
受
波
及
び
繰
延
に
際
し
で
も
妥
営
す
る
原
則
で
め
る
。
副
主
受
渡
に
つ
い
て
も
、

繰
延
に
つ
い
て
色
、
夫
今
の
責
玉
合
計
と
買
玉
合
許
と
が
等
量
で
あ
る
限
り
に
於
て
の
み
、
受
渡
及
び
繰
延
M
Y

行

は
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、

買
方
の
受
渡
玉
及
び
一
繰
延
五
と
買
方
の
そ
れ
ら
と
が
夫
冷
に
於
て
一
致
せ
r
d

る
と
き

は
〈
と
い
ふ
事
は
と
り
も
直
ZAγ
受
波
及
び
繰
延
の
各
々
に
於
げ
る
集
国
的
等
量
関
係
の
破
壊
で
あ
る
)
、

受
渡
も
繰
延
も
不
可
能
と
な

hJ
、
会
瞳
と
し
て
の
集
圃
的
責
買
闘
係
も
存
績
し
得
な
い
。
所
で
前
述
の
如
く
責
方
の
希
望
す
る
受
渡
玉
及
び
操

延
玉
と
買
方
の
希
望
す
る
そ
れ
ら
と
の
過
不
足
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
過
不
足
を
調
節
し
、
従
っ
て

責
買
の
集
園
的
等
量
闘
係
を
回
復
し
て
受
波
及
び
繰
延
を
可
能
な
ら
し
む
る
所
の
一
つ
の
操
作
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
操
作
は
印
ち
代
行
機
臨
の
行
ふ
代
行
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
代
行
の
仕
方
は
代
行
機
闘
自
ら
特

殊
な
短
期
取
引
員
と
な
り
.
或
は
貰
方
と
買
方
と
の
受
渡
玉
の
過
不
足
数
だ
け
を
、
そ
の
時
の
受
渡
標
準
値
段
で

5) この代行機関崎東京株式取引所に於では東株代行林式曾社、大阪株式取引所
に於ては大椋代行株式合社、京都取引所に於では京都設券株式曾祉等の楼利
舎祉が之に常つてゐるが、其他各地乃取引所に於ては短期取引員組合が自ら
官るか裁は特に金融機苅其他に委託して之に嘗らしめ亡ゐる。名古屋では取
百防庁自らが之に営つてゐる。



バ
イ
カ
イ
と
し
て
附
け
出
し
、
過
剰
な
受
渡
玉
に
卦
立
す
る
建
玉
を
受
渡
と
な
し
、
他
方
過
剰
な
繰
延
玉
に
卦
立
す

る
建
玉

ee繰
延
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
は
前
日
か
ら
肢
に
繰
廷
と
し
て
建
て
旨
あ
る
玉
を
受
渡
と
す
る
こ
L
」

に
よ
っ
て
慮
理
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
此
の
「
代
行
」
の
過
程
は
、
抽
象
的
説
明
の
み
を
以
て
之
を
充
分
理
解
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
以
下
こ
れ
が
完
全
な
石
理
解
に
必
要
な
数
個
の
具
睡
的
典
型
的
な
例
を
想
定
し
つ

〉
そ
の
各
場
舎
に
於
け
る
「
代
行
」
の
過
程
を
分
析
し
、
説
明
す
る
こ
と
〉
し
ゃ
う
。

第
-
例

前
代
引
尻
叉
は
前
代
渡
尻
が
零
に
し
て
渡
株
過
剰
な
る
場
合
、
例
へ
ば
第
一
次
清
算
及
び
第
二
次
情

算
をT
P塁。て

O 建
O つ
株た
な寅
る寅
場ヨミ
イ寺町カヨ

一、

0
0
0
妹
、
資
万
の
波
抹
希
望
敷
設
一
一
一
、

五
O
O
株
.
ヌ
方
の
受
株
希
望
数

jt 

こ
の
場
令
、

共
通
な
受
波
棋
準
値
段
に
於
け
る
貫
主
人
口
計

、、
J

、J
、J
L
K
叫

4EI

一

C
C
C
判明書
AH

五
合
計

一、

0
C
C
株
と
い
ふ
集
闇
的
等
量
関
係
に
於
て
、
真
方
会
開
と
買
方
会
躍
と
の
一
間
に
、

一、

0
0

O
株
の
集
固
的
責
買
闘
係
が
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
.

次
に
貰
方
が
会
韓
で
一
二
、
五

C
C
株
の
受
渡
を
希
望

せ
る
に
劃
し
、
買
方
は
会
瞳
で
一
一
、

0
0
0株
の
受
渡
を
希
望
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
左
い
ふ
こ
左
は
、
繰
延
玉
を

中
心
と
し
て
云
へ
ば
、
寅
方
の
操
延
希
望
数
量
七
、
五

O
O
株
、
買
万
の
繰
延
希
望
数
量
九
、

0
0
0株
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
受
渡
玉
に
つ
い
て
は

u
b
o
Q葬
(
岡
崎
法
華
S
I
N
-
c
c
o
薄
弱
iMmm葬
)
H
H
b
g薬
師
ち
一
、

五

O
O株
の
渡
株
過
剰
と
な

b
、
繰
延
玉
に
つ
い
て
は
、

p
o
c
o葬
(
畑
u
g
静
岡
同
出

1
4
b
g葬
(
搬
u
q
静静岡田川巴

H
r
u
g葬

卸
ち
貝
方
側
に
於
て
一
、
五

O
O
株
の
繰
延
過
剰
と
な
る
。
こ
の
事
賞
は
、
受
渡
に
闘
す
る
貰
買
の
集
園
的
等
量

闘
係
の
破
壊
と
繰
延
に
闘
す
る
責
買
の
集
圏
的
等
量
聞
係
の
破
壊
と
を
意
味
し
、
結
局
、
責
買
の
集
圏
的
等
量
闘

甥
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

七
五
七

第
四
時
制

第
四
十
巻

受渡の申出には、漣延料に関する f~1H~附する所の1停件附受渡申出と之を附
げない無傑件受波申出とがゐ h、受波書t望鮫従づて繰延希望敬は繰延料の如
何によって可成り左右きれ昌が、問舗を簡軍ならしむるため以下の諸例に於
では受波希望鍛従って繰延希望教を典へられたものとして取扱った。

6) 



短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
凶
就

一

第
間
十
巻

七
五
八

係
の
維
持
を
焼
件
と
し
て
の
み
可
能
な
る
杢
瞳
と
し
て
の
受
波
及
び
繰
延
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
こ
と
う
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
受
渡
王
及
び
繰
延
玉
の
過
不
足
を
調
節
し
、
以
て
受
波
及
び
繰
延
の
各
々
に
於
げ
る
賓
買
の
集
圏

的
等
量
闘
係
を
回
復
し
て
、
全
聞
と
し
て
の
受
渡
及
び
繰
延
を
可
能
な
ら
し
む
る
所
謂
「
代
行
」
が
代
行
機
闘
に
よ

っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
上
速
の
例
に
於
て
峰
、
代
行
機
閣
改
受
波
及
び
繰
延
に
於
げ
る
過
不
足
数
一
、
五
Q

O
株
を
そ
の
日
の
受
波
川
町
準
依
段
で
バ
イ
カ
イ
と
し
て
附
け
出
す
。
而
し
て
、
資
方
側
の
波
株
過
剃
一
、
五

C
C

株
じ
劃
し

t
は
、
そ
の
〆
イ
カ
イ
に
於
げ
る
一
、
五

O
O
株
の
冒
(
五
を
受
波
決
糟
と
な
し
、
代
金
を
支
姉
っ
て
之

ヤ
」
受
取
り
、
他
方
向
只
方
側
の
繰
延
過
剰
一
、
五

O
O
株
に
封
し
て
は
、

バ
イ
カ
イ
に
於
け
る
一
、
五

O
O
株
の
貰

玉
を
そ
の
ま
h

繰
延
べ
る
の
で
あ
る
。
今
之
を
表
に
し
て
示
せ
ば
突
の
如
〈
で
あ
る
。

判
第
一
次
清
算
及
び
第
二
突
清
算
を
経
た
る
翼
民
玉
合
計
二
、

0
0
0
株

川
円
受
液
玉
及
ぴ
繰
延
玉
の
劃
昭
一
(
費
買
の
集
閤
的
等
量
関
係
の
破
壊
)

回

附

』

C
，

薄

井

戸

印

き

井

部

調

〆

印

。

司

令

書

過
不
足
波
株
過
剰
て
五

O
O
株

代
行
の
仕
方
パ
イ
泊
イ岡

崎

畑

IK 

凶
暗
号
{
ち

ιTH

2ug--葬

謂:胤

獄事宇

)
 

C
 

(
 

)
 

J
u
 

(
 

L
4
L
U
4

周

回

ug喜
一

糊

蒋

Y
町一き諒

斯
〈
の
如
き
代
行
に
よ
っ
て
、
受
渡
と
繰
延
と
に
闘
し
て
、
責
方
と
買
方
と
の
聞
に
次
の
如
〈
貰
買
の
集
間
的

務

i詞

等
量
闘
係
を
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
、
結
局
杢
憧
と
し
て
の
受
渡
並
び
に
繰
延
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

ノマイカイとは同ーの取引者が同時に、同ーの相場で間IlttC!)貨と買 kを取引所
にで取組ませ取引所の1帳簿に登録きす事である。

7) 



資
買
の
集
理
的
等
量
閥
係
の
回
復

州

地

ト

討

議

議

uug申
書

満
州
開

p
g
z
r
¥脂
，
菌
滞
瓶
ア

gc詳

字
/
斉
唱
一
滴
ヨ
グ
引
き
骨
骨

向
、
こ
の
際
代
行
機
闘
が
過
剰
波
株
一
、
五

O
O
株
の
受
取
に
充
嘗
寸
る
資
金
は
、
白
己
の
資
本
の
外
、

(e) 

』国

=ヰ河

司~"，:

連言壮
手害 事

/¥  
会唱
どE邑
-"ll見
事F

~ '" c可o
gg 
主事詩

詰E

i詫

そ
の

受
取
っ
た
株
券
を
擢
保
と
し
て
銀
行
よ
り
借
入
れ
る
こ
と
多
〈
、
こ
h

に
所
謂
株
式
金
融
の
問
題
を
生
や
る
。
そ

し
て
、
そ
の
借
入
の
利
子
は
次
に
説
明
す
る
所
の
操
延
科
に
よ
っ
て
支
捕
を
な
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
代
行
機

闘
が
、

バ
イ
カ
イ
に
於
け
る
貝
玉
の
受
波
決
捕
に
よ
っ
て
手
持
と
な
る
一
、
五

O
O
株
は
、
他
方
頁
建
五
の
繰
延
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出
向
こ
の
倒
の
如
〈
、
代
行
機
闘
の
建
玉
が
責
の
繰
延
へ
代
引
見
)
と
な
っ
て
ゐ
る
時
は
、
買
方
繰
延
玉
保
有
者
会
瞳

か
ら
、
責
方
繰
延
玉
保
有
者
杢
瞳
、
却
ち
普
通
取
引
員
た
る
寅
方
繰
延
玉
保
有
者
と
代
引
尻
の
保
有
者
た
る
代
行

機
聞
に
劃
し
て
、

そ
の
繰
延
玉
に
比
例
し
て
一
定
の
繰
延
料
を
支
榔
ふ
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
代
行
機
闘
の

繰
延
玉
一
か
買
方
側
に
あ
る
事
、
印
ち
代
引
尻
の
存
す
る
事
が
遁
例
で
め
り
、
従
っ
て
貿
ガ
繰
延
一
長
保
有
者
が
頁
方

繰
延
玉
保
有
者
に
繰
延
料
を
支
捕
ふ
の
が
北
日
遁
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
繰
延
料
を
順
日
歩
と
一
五
ふ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
、
寅
方
繰
延
玉
保
有
者
か
ら
買
方
繰
延
玉
保
有
者
に
文
捕
ふ
場
合
.
そ
の
繰
延
料
を
逆
日
歩
と
い

ふ
。
而
し
て
操
延
料

ω順
逆
は
、
代
行
の
仕
方
と
密
接
な
闘
係
を
以
て
ゐ
る
か
ら
、
以
下
代
行
の
説
明
に
関
聯
し

て
繰
延
料
の
順
蓮
を
も
附
設
し
て
行
く
こ
ー
と
〉
す
る
。
上
越
の
例
に
於
て
は
次
の
知
〈
な
る
。

短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
閣
の
機
能

第
四
時
制

第
四
十
巻

七
五
九

一一

旬、。) この矧!の立川、渡株過剰l二て代行機闘が、いはず買方i二代って責方lニ1.. 
金を支梯びその過剰波株主?引受げる事~e イt引といひ、この代引によってパイ
カイに於て繰延べとなる代行機闘の資建玉を代引尻と呼んでゐ品。
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例
へ
ば
第
一
次
清
算
及
び
第
二
次
情
算
を
経
て

数
量
が
次
の
如
〈
で
、
而
も
第
一
例
の
代
引
尻
が
そ
の
ま
う
、
第
二
例
の
責
方
繰
延
玉
の
う
ち
ド
建
っ
て
ゐ
る
。
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代
引
尻
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五

O
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前
代
引
尻
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五

O
O
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嘗
日
の
パ
イ
カ
イ
に
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げ
る
費
の
繰
延
玉
一
、

0
0
0
株
と
を
加
算
し
た
も
の
で
め
る
。

第
三
例

渡
株
不
足
に
し
て
而
も
そ
の
株
数
日
か
前
代
引
尻
の
範
園
内
な
る
場
合
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手
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五
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株
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P
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つ
一
一
↑

0
0
林
を
之
に
回
一
党
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す
る
。
然
る
と
き
は
、
代
行
機
関
の
波
林
日
よ
っ
て

会
憶
の
波
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は
二
、
一
一
一

0
0
株
と
な
h
、
他
方
貰
方
繰
延
玉
は
代
引
見
P
町
三
勢
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】

h
g葬
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凶
号
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号
諮
と
な
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か
ら
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会
躍
で
七
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と
な

る
。
従
っ
て
、
全
鰻
と
し
て
の
等
量
関
係
が
回
復
3
れ
る
事
突
の
知
〈
で
あ
る
。
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不
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る
場
合
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第
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10) 普遁取引員の受渡に謝して代行僚闘の受渡を便宜上以下の例に於τ渡株の
ときは代行i度株、受株の kきは代行受株主記すこ左にする。但しこれは代波、
代引とは嵐.8IJして用ひる。
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二
。
。
林
は
.
代
引
尻
と
し
て
賢
建
に
な
コ
て
ゐ
る
所
の
一
、
コ

0
0
朴
料
金
部
令
町
民
波
と

二
0
0
株
の
現
株
を
之
に
充
常
す
る
。
す
」
の
範
閣
内
に
於
E
は
第
三
の
例
と
同
様
な
仕
方
?
あ
品
。
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師
ち
、
代
引
尻
が
全
部
受
波
と
な
っ
た
か
ら
、
責
方
の
繰
延
王
は
そ
れ
だ
げ
減
っ
て
九
、
五

O
O
株
か
ら
入
、
三

0
0
株
に
な
る
と
同
時
に
、
波

株
は
そ
れ
だ
げ
増
加
し
て
一
、
五

0
0
株
か
ら
二
、
七

0
0株
に
な
る
。
併
し
そ
れ
で
も
波
株
が
倫
=
一

0
0
株
不
足
で
あ
る
。

〔
第
二
段
〕
所
で
こ
の
=
一

0
0
株
を
如
何
に
調
節
す
る
か
Y
第
二
段
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
二
?
の
る
。
(
一
)
は
こ
の
終
局
の
波
株
不
足
、

従
っ
て
過
剰
な
受
株
希
望
に
つ
い
て
、
受
株
希
望
者
に
そ
れ
だ
げ
受
株
や
待
っ
て
貰
ふ
と
い
仏
仕
方
で
め
b
、
(
二
)
は
代
行
機
闘
が
自
ら
諌
め
所
有

し
て
ゐ
畠
株
又
は
他
か
ら
借
入
れ
て
来
た
株
を
以
で
、
所
調
代
渡
す
る
と
い
ム
仕
方
で
あ
る
凶

(
一
)
買
方
受
株
希
望
者
に
終
局
の
波
林
不
足
三

O
O
梓
だ
げ
の
受
林
を
待
っ
て
貰
ふ
場
令

制

調

節

方

法

買
方
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一
一
一

C
C
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だ
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受
株
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待
っ
て
貰
ふ
か
ら
、
毛
れ
だ
げ
繰
延
玉
と
な
る
。
そ
こ
で
受
株
全
間
三
、

0
0
0株
が
三

O
O
株
減

っ
て
一
一
、
七

0
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株
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な
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し
波
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味
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意
味
で
繰
延
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卸
も
叫
曜
日
歩
を
支
梯
ふ
の
で
あ
Z
。

但
し
、
順
日
歩
か
ら
逆
日
歩
に
移
る
第
一
日
だ
げ
無
日
歩
と
い
ふ
事
に
し
て
ゐ
る
取
引
所
が
タ
く
な
い

J
大
阪
株
式
取
引
所
及
び
京
都
取
引
所
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そ

の
一
目
別
で
あ
る
。
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絡
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の
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足
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る
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だ
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行
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と
に
支
梯
ふ
の
で
め
る
。
代
行
機
関
は
株
ヤ
借
り
て
代
渡
し
た
時
は
之
を
以
て
そ
の
株
の
借
料
を
支
排
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、

比
の
場
入
管
忠
順
日
歩
か
ら
漣
日
歩
に
移
る
第
一
日
目
は
無
日
歩
と
し
て
ゐ
る
所
が
少
〈
な
い
。

短
期
連
畳
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
四
十
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七
六

第
凶
披

ーヒ



川
円
過
不
足
波
株
過
剰

例
代
行
の
仕
方

代
行
機
関
に
於
て
、
前
日
ま
で
の
伐
波
に
よ
っ
て
買
建
繰
延
k
な
っ
て
ゐ
る
七

O
O
株
(
前
代
波
尻
)
の
う
ち
、
六

O
O
株
台
受
渡
と
し
て
過
剰
波

株
を
受
取
る
。
然
る
と
き
は
、
民
方
繰
延
玉
は
八
、
六

O
O
株
か
ら
、
八
、

0
0
0
株
に
減
少
し
、
之
に
反
し
、
受
株
ば
て
四

O
O
株
か
ら
一
一
、

0
0
0
株
に
増
加
す
る
。
品
同
、
受
取
っ
た
株
は
、
前
に
代
渡
し
た
際
パ
イ
カ
イ
に
於
い
て
責
渡
し
た
と
同
じ
相
場
で
買
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其

後
の
相
場
費
動
か
ら
免
れ
、
借

b
t
と
き
の
ま
〉
で
貸
株
主
仁
返
濁
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

料
費
買
の
集
関
尚
等
量
閥
係
の
回
復
と
繰
延
料
の
決
定
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清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
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第
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段
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過
剰
波
株
の
う
ち
一

O
O
株
は
代
行
機
関
の
買
建
玉
(
代
渡
尻
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一

O
O
株
を
受
渡
'
と
す
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事
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よ
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受
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。
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代
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機
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が
こ
れ
行
げ
〆
イ
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し
て
附
付
出
し
・
買
の
方
は
受
波
と
し
て
過
剰
渡

株
を
受
取

b
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賓
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方
は
繰
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し
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か
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短
期
清
算
取
引
に
於
げ
る
代
行
機
関
の
機
能

第
閤
十
巻

七
六
六

第
四
競

一=一
O

四

す

び

む

上
越
の
具
躍
的
例
に
於
け
る
分
析
に
よ
っ
て
、
我
A

ザ
は
次
の
事
責
砂
-
確
認
す
る
こ
と
を
得

t
E
信
や
る
。
即
ち

一
第
一
次
清
算
及
び
第
二
次
清
算
を
解
一
て
残
っ
た
買
買
玉
(
こ
れ
を
本
建
手
と
も
い
と
が
令
瞳
と
し
て
一
つ
の
集
園

的
責
買
関
係
を
形
成
し
、
責
主
と
民
玉

k
一
か
集
団
的
等
量
閥
係
を
な
し
で
ゐ
る
が
、
次
に
コ
宿
の
本
法
玉
川
r
受
渡

さ
れ
る
も
の
と
繰
延
さ
れ
る
も
の
と
に
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
る
ο

潤
し
て
、
こ
の
際
、
責
方
に
謝
し
て
も
、
目
見
方

仁
劃
し
て
も
任
意
的
な
繰
延
或
は
受
泌
を
許
す
結
果

k
し
て
、
繰
延
玉
と
受
渡
玉
と
の
各
々
に
於
て
、
賓
買
の
集

圏
的
等
量
闘
係
が
破
ら
れ
る
こ
と
〉
な
る
。
そ
こ
で
巴
代
行
機
闘
が
代
行
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
繰
延
玉

及
び
受
渡
玉
に
於
け
る
過
不
足
を
調
節
し
、
従
っ
て
そ
の
各
冷
に
於
け
る
責
買
の
集
圏
的
等
量
闘
係
を
回
復
し
、

以
て
受
渡
を
も
繰
延
を
も
可
能
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

斯
〈
の
如

t
、
代
行
機
闘
が
、
代
行
に
よ
っ
て
受
渡
希
望
玉
数
及
び
繰
延
希
望
玉
数
の
過
不
足
を
調
節
し
、
貰

買
の
集
園
的
等
量
闘
係
を
回
復
す
る
に
際
し
て
、
或
は
代
引
に
よ
っ
て
手
持
と
な
れ
忍
株
、
或
は
代
渡
の
と
き
借

り
た
株
は
、
相
場
麺
動
に
よ
っ
て
生
や
る
危
険
か
ら
兎
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
ゐ
る
。

用
に
よ
っ
て
代
引
尻
叉
は
代
渡
尻
が
責
繋
と
な
っ
て
ゐ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
バ
イ
カ
イ
」
の
利

向
、
代
行
の
具
睡
的
分
析
に
於
て
我
今
の
看
取
し
に
事
寅
は
、
同
責
方
買
方
の
受
渡
希
望
玉
数
及
び
繰
延
希
望

玉
数
の
過
不
足
数
と
前
代
行
尻
と
の
闘
係
|
|
例
代
行
の
仕
方
|
|
川
嘗
代
行
尻
1

1
同
日
歩
の
順
逆
が
一
定
の

闘
係
を
有
し
、
川
刊
の
如
何
に
よ
っ
て
刷
、
料
、
同
が
夫
ι
q

異
っ
て
来
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
の
関
係
を
明

瞭
な
ら
し
な
る
た
め
次
に
こ
れ
を
闘
表
に
し
て
掲
げ
る
こ
と
、
注
す
る
。

(附記)短期清算取引に闘し参考にしうる本は (1)向井斑松氏着取引所の理論的研
究附録辻川祐之氏著短期取引の技術拘研究 (2)向井氏著綜合取引所論 (3)島本得ー
氏著北演と兜町 (4)遠山元一氏著株式短期清算取引f市場経理F講座第三巻)(5)日銀
調査局東京株式取引所の概要 (6)藤田園之助氏著取引所論仰なものである。この
研究はこれ等の著書をも参考としたが、併し殆 Eは京都設傍株式含枇、大林代行
舎社及び東株代行舎祉について筆者が直接調査し之を研究したものである。
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